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  滋賀県立大学大学院環境科学研究科環境計画学専攻
　　博士論文報告会のご案内
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本研究では，琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク21計画）の改訂を対象として，「人々の琵琶湖
の保全に対する考え方（価値観）を把握する手法」「WSの議論内容を分析する手法」「合意形成を支
援するツール」の3つの手法を提案するとともに，同計画の将来像の1つである「昭和30年代の水質」
を，客観的な数値として明らかにした．加えて，それらの手法を用いて，社会的合意に基づいて広域
環境基本計画を再策定し，実施するためのプロセスを提案した．

本学大学院環境科学研究科に提出されました学位申請論文の報告会を下記のとおり開催します。
関心がある方はどうぞご参加ください。

記

２０１０年１０月２１日（木）　１７：００～　交流センター研修室１～３

社会的合意に基づく広域環境基本計画の再策定とその実施のための手法とプロセスの提案
－マザーレイク21計画改訂を事例として－


